
H27年度STBJ重点活動

① ポストＭＤＧｓ環境下における世界の結核対策推進のための提言、啓発活動
ＷＨＯ新戦略、2016-2020グローバルプラン、改定版ストップ結核ジャパンアクションプラン推進の
ための普及、啓発、提言活動、などを行う。

② 2020年までに日本を低蔓延国にするための提言、啓発活動
「2020年までに日本を低蔓延国にする」ことへの認知拡大、結核の正しい知識の普及とともに、

厚労省、各関係団体の低蔓延化に向けた活動を提言、普及啓発の面で支援する。

③ 国際シンポジウムの開催
改定版ストップ結核アクションプランを実現するためのワークショップやシンポジウム、団体会員
と協力した会議、などを開催する。

④ 革新的技術の早期実現に向けた活動
日本新技術をもって結核の世界目標達成に貢献し、世界の結核対策におけるリーダーシップを
発揮できるように支援をする。

⑤ 患者支援活動
現在のニーズにあった新しい患者支援の在り方を考える

⑥ 結核の文化遺産保護に向けた活動
清瀬市、結核研究所が、文化的、医療的な資産を有していること、そして日本のお国芸ともいわ
れる結核対策によって、国際貢献していることへの認知、理解を目指す。

認定NPO法人

ストップ結核パートナーシップ日本
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① ポストMDGs環境下における世界の結核対策推進のための提言、啓発活動

定款1： 医療従事者、政策決定者や一般市民に対して、情報提供や研修を通じて結核に関する啓発活動を
推進する事業

定款2： 結核対策支援を促進するために、会員や諸団体での会議、事業等による交流を促進する事業
定款3： 政府省庁間、NGO、職能団体や民間企業の協力下で、日本の国内及び国際結核対策への参加の協力や

調整をする事業
定款4： 国際的な結核対策への日本の貢献を高める適切な政策や優先事項を提言する事業
定款5： 国際的貢献を推進するための国内の拠点や人材育成を推進する事業

概 要

参 考

資料：Stop TB Partnership

ＷＨＯ新戦略、2016-2020グローバルプラン、改定版ストップ結核ジャパンアクションプラン推進のための普及、
啓発、提言活動を行う。

• 改定版ストップ結核ジャパンアクションプランを推進することにより、ＷＨＯ新戦略、2016-2020グローバルプラン
の目標達成を支援する。

• 引き続き、結核対策とＵＨＣは互いに補完しあう立場にあることを提言し、相乗効果を生むように、国際協力や
技術支援など、結核対策プロジェクト形成の可能性を支援する。

• 国際結核研修、結核研究所の有する結核専門家ネットワーク強化を支援する。

資料：STBJ

Global Plan: 2016-2020

2015年10月ローンチ予定
資料：GLOBAL TB PROGRAMME



② 2020年までに日本を低蔓延国にするための提言、啓発活動

定款1： 医療従事者、政策決定者や一般市民に対して、情報提供や研修を通じて結核に関する啓発活動を
推進する事業

定款2： 結核対策支援を促進するために、会員や諸団体での会議、事業等による交流を促進する事業
定款3： 政府省庁間、NGO、職能団体や民間企業の協力下で、日本の国内及び国際結核対策への参加の協力や

調整をする事業

概 要

参 考

資料：
Ｈ26ＳＴＢＪ記者発表資料
低まん延化の実現に向けた課題
加藤誠也
H26公衆衛生学会総会展示資料
田中慶司

「2020年までに日本を低蔓延国（結核罹患率人口10万対10以下）とすることを目指す」ことが改定版アクションプランに明記された。
2020年までに日本を低蔓延国にすることへの認知拡大、結核の正しい知識の普及とともに、厚労省、各関係団体の低蔓延化
に向けた活動を提言、普及啓発の面で支援する。

結核罹患率の年間平均減少率は2000年以降4.9%
2000年から2005年が6.4%であるのに対して，
最近5年間は3.4%と減少率は近年鈍化傾向にある。
2020年までに10を達成するためには
罹患率の年6.6%の減少が必要

①初感染からの発病の減
初感染からの発病は約３分の１（７０００人） 自然減で、400人減
（ＡＲＩ ０．０５％から０．０４％に（年間３．１％） 発病率は感染者の１７％とした）
ＬＴＢＩ治療の推進

現在８０００人を２万人に（患者１０００減）
接触者検診を塗抹陽性患者（８０００人）一人に、３人のＬＴＢＩ治療を目標 （対策A）

ＢＣＧ
医療従事者の感染予防の徹底 １０００人を２００減 （対策Ｂ）

＜課題と対策＞

②既感染者対策

③地域別対策

既感染者は、２３８０万人 これから１．３万人が発病。２０２０年には１８００万人に減少 単純に３２００人減
同時に、発病のリスクの高い集団も減少 合わせて４割５２００人減 （０．０５５％発病している）
特に、発病リスクの高い既感染者の予知方法 （対策Ｃ） 第２？のＬＴＢＩ 対策の検討
外国生まれ（１０００人）の 徹底した管理により ２割減 （対策Ｄ）

AからDの対策を推進すれば、自然減と相まって１０万対１０の目標を達成できる可能性有り
その他
１０万対１０以下の県を増加させ、さらにその率を減少させる。
高罹患率の都市部の対策を検討
１０万対１０以下の地域に、対策支援（研修、病床、啓発）
※ ここに引用した数値は、大森による「結核既感染者の推計」と、結核の統計２０１３に基づく
なお、対策にかかる数値は、あくまで目標として掲げたものである。２，３，４ページは、ＲＩＴ 加藤による

●学会や専門誌などを中心に医療従事者への理解促進図る。
・2020年までに低蔓延化
・高齢者、ハイリスクグループに対する結核感染の強化
・潜在性結核感染患者の早期発見、早期治療
・発病予防（予防内服）
・たばこ、合併症（特に糖尿病）との関係
・外国人の結核

●ＳＴＢ関西への協力支援
・あいりん地区ＬＴＢＩ対策の促進に向けたＱＦＴ検査実施支援

●チラシなどを作成するなど、一般への普及啓発を推進する。
・2020年までに低蔓延化
・結核の現状と正しい知識



③ 国際シンポジウムの開催

定款1： 医療従事者、政策決定者や一般市民に対して、情報提供や研修を通じて結核に関する啓発活動を
推進する事業

定款2： 結核対策支援を促進するために、会員や諸団体での会議、事業等による交流を促進する事業

概 要

H26年活動

改定版ストップ結核アクションプランを実現するためのワークショップやシンポジウム、団体会員と協力した会議、
などを開催する。

・ 平成25年度 保健計画部会保健事業発表会への協力（2/28）
場所：エル・おおさか 5階 視聴覚室
テーマ：大阪の地域ケア、公衆衛生の現状と将来

・ 平成25年度 ストップ結核パートナーシップ関西第1回ワークショップの開催への共催（3/11）
場所：大阪赤十字会館 4階 401号大阪市の外国人の結核患者の現状と課題など

ＳＴＢ関西への協力

・ Asia TB Experts community Meetingの開催（8/15-8/17）
座長：森 亨 先生
テーマ： “Active case finding -Strategy for accelerated TB Elimination in Asia.”
場所：シャラトン マカオ
ＳＴＢＪ主催（キアゲンより助成） 参加人数：96人
参加国：14か国（中国、香港、インド、インドネシア、日本、韓国、マカオ、マレーシア、シンガポール、台湾、
タイ、フィリピン、ＵＳ、ＵＫ）

パートナー企業への協力

パートナーと協力したシンポジウム等の開催



④ 革新的技術の早期実現に向けた活動

概 要

参 考

結核の世界的流行を終息させるには、結核の予防、診断、治療のそれぞれの領域で技術革新が必要。

ＷＨＯの新戦略においても技術革新は戦略の柱の一つ。 日本では、結核にかかる新技術の研究開発が成果を
上げつつあり、日本発の世界貢献が期待されており、日本新技術をもって結核の世界目標達成に貢献し、世界の
結核対策におけるリーダーシップを発揮できるように支援をする。

・ 革新的技術の早期実現化に向けた提言
日本の医薬品、技術開発の知見を結核対策に活かすための官民連携推進への支援
新治療薬の認可、適用拡大、など

定款1： 医療従事者、政策決定者や一般市民に対して、情報提供や研修を通じて結核に関する啓発活動を
推進する事業

定款4： 国際的な結核対策への日本の貢献を高める適切な政策や優先事項を提言する事業

資料： WHO TB DIAGNOSIS FACT SHEET



⑤ 患者支援活動

概 要

参 考

「資料： 結核・患者同盟・朝日訴訟」シンポジウム（2014年10月23日）
ーその戦後60年の歩みの中から
「結核対策における当事者参加の意義」
（公財）結核予防会結核研究所 石川信克

定款2： 結核対策支援を促進するために、会員や諸団体での会議、事業等による交流を促進する事業

現在のニーズにあった新しい患者支援の在り方を考える
・メディカルソーシャルワーカーによる患者さん、家族支援

ピアサポート、 ピアカウンセラー
在宅支援
地域社会との連携

・患者さん自身によるサポート支援

＋



⑥ 結核の文化遺産保護に向けた活動

概 要

H26年活動

島尾先生とめぐる結核ゆかりの地ツアー実施（4/3）
協力：結核研究所 対策支援部、清瀬市、東京病院
清瀬病院跡、石田波郷記念碑、結核研究所、
ＢＣＧ研究所、外気舎、東京病院
参加者：61名（渋谷清瀬市長など）
メディア： 朝日新聞朝刊（4/15東京本社版、多摩版）
東京MXテレビ（4/4 18：00 MXニュースで放送）

清瀬市、結核研究所が、文化的、医療的な資産を有していること、そして日本のお国芸ともいわれる結核対策
によって、国際貢献していることへの認知、理解を目指す。

・ 清瀬市の「世界文化遺産登録に向けた活動」への支援。

島尾忠男先生による外気舎の説明

岩井和郎先生による
病理標本の説明

島尾忠男先生による
「清瀬と結核のご縁」を
聞く

朝日新聞（4/15多摩版）

定款6： その他、前号に附帯する事業


